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例である。免疫染色はパラフィン包埋標本を用いて avidin-biotin peroxidase complex 法にて行い、 1 次抗体にラッ
ト抗ガレクチンー3 モノクローナル抗体を使用した。治療成績は overall survival および disease-free survival を
Kaplan-Meier 法にて解析した。また再発率との関連を多変量解析を用い検討した。
細胞質でのガレクチンー3 の発現は正常細胞では21.9 :t 8.7%の細胞に認められたのに対して、癌細胞では84.9 :t12.2 
%の細胞にガレクチンー3 の発現を認めた (p <0.0001)。細胞核内での発現は正常細胞では21. 5 :t 9.6%であったのに対
して、癌細胞では4.3 :t 6.9%で発現しているのみであった (p< 0.0001)。癌細胞でのガレクチンー3 の発現は正常細胞
に比べて細胞質では増加しているが、逆に核内では発現が低下していることが明らかになった。
舌癌細胞質でのガレクチンー3 の発現が高かった群 (>85%、高発現群)と低かった群 (<85%、低発現群)の 2
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群聞の生存率を比較検討した。 5-year overall survival は高発現群、低発現群でそれぞれ83.9% 、 95.7%であり、統
計学的に有意な差は認めなかったが、高発現群で生存率が低下している傾向があった (p =0.1675)o 5-year disease 
f ree survi val はそれぞれ40.8%、 73.9%であり高発現群で有意に再発率が高かった(p=0.021O)。さらに、多変量解
析では細胞質でのガレクチンG の発現は独立した再発予測因子であることが示唆された (p =0.0120)。核内でのガレ











し、親株とあわせて比較した。まず in vitro では、これらの細胞聞に細胞増殖能の差は認めなかった。しかしアンチ
センス株では細胞飽和密度、血清非依存性増殖、あるいは軟寒天培地における増殖といった悪性形質表現型がガレク







と低かった群(低発現群)の 2 群聞の生存率を比較検討した。 5-year overall survival は高発現群、低発現群で統計
学的に有意な差は認めなかったが、 5-year disease free survival はそれぞれ40.8%、 73.9%であり高発現群で有意に
低下していた。すなわち、舌癌患者における細胞質でのガレクチンー3 の発現が高い群において有意に再発率が高かっ
た。さらに多変量解析により細胞質でのガレクチンー3 の発現は独立した再発予測因子であった。
本研究によりガレクチンー3 が乳癌や甲状腺癌の悪性形質保持に重要な働きをしていることが示唆された。臨床的
には舌癌において、細胞質でのガレクチンJ の発現が正常舌扇平上皮に比べ増加していることが明らかになり、そ
の発現が悪性度と相関していることが示された。さらにガレクチン3 の発現は独立した舌癌の予後予測因子であっ
た。これらの研究成果は学位の授与に値するものと考えられる。
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